
来年の町制施行100周年記念行事の
計画は

節目にふさわしい事業を構築する観点から「次世代へ継承」
「住民参画」を念頭に取り組んでいる。
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【
Ｑ
１
】

　

道
路
法
（
原
則
無
料
、

有
料
期
間
30
年
）
に
則
り

平
成
32
年
無
料
化
に
町
は

同
意
し
た
。

　

100
％
利
用
と
な
れ
ば
、

交
通
量
は
2.5
倍
と
な
り
町

民
は
目
先
の
期
待
（
無
料

化
）
と
同
時
に
将
来
の
不

安
（
渋
滞
）
を
抱
い
て
い

る
。
渋
滞
が
発
生
し
定
時

性
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
。

　

熊
野
町
民
の
福
祉
（
幸

せ
・
安
心
）
の
視
点
か
ら

無
料
化
ま
で
に
渋
滞
対
策

工
事
等
、
先
手
の
行
政
が

求
め
ら
れ
る
。

　

渋
滞
想
定
は
、
前
提
条

件
に
よ
り
異
な
る
。
最
新

の
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
検
証
を
お
願
い
す
る
。

【
Ａ
１
】

　

昨
年
度
か
ら
関
係
者
間

の
協
議
会
に
お
い
て
、
無

料
化
後
の
円
滑
な
交
通
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

対
策
を
検
討
し
て
お
り
、

無
料
化
ま
で
に
必
要
な
渋

滞
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

で
合
意
し
て
い
る
。

　

主
な
渋
滞
対
策
と
し
て

は
、
各
交
差
点
の
交
通
量

予
想
に
応
じ
た
信
号
機
の

表
示
時
間
変
更
や
右
左
折

直
進
レ
ー
ン
の
変
更
等
を

検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
海
田
大
橋
に
繋

が
る
県
道
に
直
接
乗
り
入

れ
る
ラ
ン
プ
の
整
備
に
も

着
手
さ
れ
て
お
り
（
平
成

32
年
度
完
成
予
定
）、
こ

の
よ
う
な
対
策
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
き
な
渋
滞

は
起
こ
ら
な
い
も
の
と
想

定
し
て
い
る
。

ム
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
な
ど

も
考
え
た
い
。

　

観
光
誘
致
に
繋
が
る
形

に
残
る
も
の
と
し
て
は
、

100
周
年
の
節
目
に
着
手
す

る
筆
の
里
工
房
周
辺
で
の

公
園
整
備
事
業
に
よ
り
、

町
の
魅
力
を
発
揮
し
て
い

く
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

町
民
の
期
待
は
高
い
。

よ
り
多
く
の
町
民
が
参
加

で
き
る
行
事
は
。

　

中
学
生
の
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
で
も
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
要
望
が
多
く
あ
っ
た
。

創
意
と
工
夫
が
大
切
だ

が
、
児
童
生
徒
が
汗
を
流

し
、
達
成
感
や
充
実
感
が

味
わ
え
る
行
事
は
。

　

ま
た
、
予
算
規
模
は
。

【
Ａ
３
】

　

全
町
的
な
夏
祭
り
を
考

え
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組

の
招
致
も
計
画
し
て
い
る

が
、
決
定
し
て
い
な
い
。

　

予
算
は
、
２
５
０
０
万

円
程
度
が
見
込
ま
れ
る
。

【
Ｑ
１
】

　

行
事
の
概
要
は
理
解
し

た
。
最
初
と
最
後
の
行
事

は
何
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
例
年
実
施
し
て

い
る
行
事
と
の
関
連
性
は
。

【
Ａ
１
】

　

最
初
は
５
月
の
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

の
参
加
、
最
後
は
熊
野
駅

伝
大
会
に
な
る
予
定
。
他

の
行
事
と
も
関
連
さ
せ
た

い
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

一
瞬
に
し
て
消
え
る
花

火
の
よ
う
な
行
事
は
す
べ

き
で
は
な
い
。
町
民
の
心

に
残
っ
た
り
、
関
係
者
の

技
能
等
の
向
上
、
或
い
は

形
と
し
て
残
り
、
後
々
ま

で
観
光
客
誘
致
に
繋
が
る

行
事
を
実
施
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　

心
に
残
る
事
業
と
し
て

は
、
絵
本
の
作
成
や
記
念

式
典
、
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
な
ど
。

例
年
の
行
事
を
ボ
リ
ュ
ー

産 業
観 光

まちの魅力

広熊道路無料化後の渋滞は

県・道路公社・市・町の四者協議の想定では大きな渋滞は
起こらない。

Q
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坂面大池部分の公園整備は

農業用ため池本来の機能を損なわないよう留意し、観光振興
との一体的整備に努める。

【
Ｑ
１
】

　

昨
年
「
熊
野
町
の
観
光

を
考
え
る
会
」
が
中
心
と

な
り
、
大
池
の
堤
に
彼
岸

花
８
０
０
０
株
を
植
え
た
。

町
の
重
要
な
散
策
ル
ー
ト

と
し
て
整
備
し
、
計
画
的

に
植
栽
管
理
を
し
て
は
ど

う
か
。

【
Ａ
１
】

　

農
業
用
た
め
池
本
来
の

機
能
を
損
な
う
こ
と
が
な

い
よ
う
留
意
し
つ
つ
、
景

観
を
生
か
し
た
観
光
振
興

の
取
り
組
み
と
し
て
、
一

体
的
な
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

植
栽
し
た
ツ
ツ
ジ
は
伸

び
放
題
で
、
堤
の
上
は
水

た
ま
り
が
で
き
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

支
障
が
あ
る
。
ゴ
ム
チ
ッ

プ
舗
装
な
ど
は
し
な
い
の

か
。

【
Ａ
２
】

　

堤
の
上
を
ゴ
ム
チ
ッ
プ

舗
装
す
る
と
多
大
な
費
用

が
か
か
る
。
今
後
、
池
の

散
策
路
に
つ
い
て
は
安
全

性
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

暗
く
な
る
と
危
険
で
散

歩
が
で
き
な
い
。
堤
の
周

り
に
街
灯
を
つ
け
て
は
ど

う
か
。

【
Ａ
３
】

　

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
的
な
も

の
を
検
討
す
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
４
】

　

今
年
は
池
法
面
の
草
刈

り
が
早
か
っ
た
が
、
筆
ま

つ
り
の
時
に
は
伸
び
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
毎
年

９
月
初
め
頃
に
刈
っ
て
も

ら
い
た
い
。

【
Ａ
４
】

　

今
年
は
８
月
末
の
イ
ベ

ン
ト
に
合
わ
せ
て
刈
っ
た
。

来
年
は
９
月
で
調
整
す
る
。

Q
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ェ
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動
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ェ

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
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道 路
交 通

【
Ｑ
１
】

　

熊
野
町
観
光
交
流
拠
点

整
備
構
想
の
計
画
書
が
今

年
３
月
に
出
来
上
が
っ
た
。

今
、
地
域
懇
談
会
で
も
説

明
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ん

な
事
業
で
目
的
は
何
か
。

　

近
隣
に
も
類
似
施
設
は

あ
る
。
魅
力
が
無
い
と
町

民
の
利
用
も
遠
く
て
難
し

い
。
魂
を
込
め
た
内
容
に

し
て
ほ
し
い
。（
工
房
の

町
民
入
館
者
年
間
９
０
０

０
人
）

　

当
エ
リ
ア
は
、
扇
状
地

で
過
去
に
土
石
流
が
発
生

し
た
地
形
で
あ
る
。
事
前

に
安
全
性
を
検
証
す
べ
き
。

【
Ａ
１
】

　

本
構
想
は
、
国
の
43
％

補
助
に
よ
る
公
園
事
業
を

考
え
て
い
る
。
年
内
に
は

国
へ
事
業
決
定
を
お
願
い

す
る
。

　

広
島
平
和
公
園
か
ら

呉
・
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
中
間
点
と
し
て
、
バ
ス

等
で
観
光
客
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
年
間

15
〜
20
万
人
の
来
場
を
目

標
と
し
て
い
る
。

冒険の広場冒険の広場

せせらぎ広場せせらぎ広場

せせらぎ広場せせらぎ広場

櫻の回廊櫻の回廊 冒険の広場冒険の広場

見晴らしの丘見晴らしの丘

調整池調整池

センター施設センター施設

特産品販売特産品販売

駐車場駐車場

駐車場駐車場

駐車場駐車場

各種イベント開催
（屋根付き広場）
各種イベント開催
（屋根付き広場）

農家住宅農家住宅

筆の里工房周辺はどう変わる

多世代が楽しみ、安らぎ、交流を深めることができる憩いの場となるよう、
ハード、ソフト両面で整備を行う。

A 〈副町長〉
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▲ 整備計画イメージ図


